
⽇本ビルファンド投資法⼈ 2024 環境パフォーマンス実績 
 

エネルギー消費量 

項⽬ 単位 2024 年 保証対象 
エネルギー総消費量  (千 kWh) 335,124 ☑ 

 燃料消費量  (千 kWh) 53,517 ☑ 

電⼒消費量  (千 kWh) 222,133 ☑ 

その他の熱消費量  (千 kWh) 59,438 ☑ 

再⽣可能エネルギー⾃家消費量  (千 kWh) 35 ☑ 

エネルギー消費量原単位  （kWh/m2）    179.5  
参考）⾮化⽯証書分  (千 kWh) 41,394  

 

温室効果ガス排出量 

項⽬ 単位 2024 年 保証対象 
CO₂排出量︓⾮化⽯証書控除前 A ＝①+②a+③a (t-CO₂) 114,670 ☑ 

  Scope1 排出量 ① (t-CO₂) 3,897 ☑ 

 Scope2 排出量︓⾮化⽯証書控除前 ②a (t-CO₂) 16,351 ☑ 

 ⾮化⽯証書 Scope2 相当分 ②b (t-CO₂) 12,324 ☑ 
Scope2 排出量︓⾮化⽯証書控除後 ②c (t-CO₂) 4,027 ☑ 

 Scope3（カテゴリ 13）排出量︓⾮化⽯証書控除前 ③a (t-CO₂) 94,422 ☑ 

 ⾮化⽯証書 Scope3 相当分 ③b (t-CO₂) 5,266 ☑ 
Scope3（カテゴリ 13）排出量︓⾮化⽯証書控除後 ③c (t-CO₂) 89,156 ☑ 

⾮化⽯証書 Scope2, 3 相当分合計 B ＝②b+③b (t-CO2) 17,590 ☑ 

CO₂排出量︓⾮化⽯証書控除後 C ＝A-B (t-CO₂) 97,081 ☑ 

CO2 排出量原単位 
※⾮化⽯証書控除後の CO₂排出量で算出 

 
(kg-CO₂/m2) 52.0  

 

⽔使⽤量 

項⽬ 単位 2024 年 保証対象 

⽔総使⽤量  (千 m3) 1,257 ☑ 

 外部購⼊⽔使⽤量  (千 m3) 1,113 ☑ 

その他⽔使⽤量  (千 m3) 144 ☑ 

⽔使⽤量原単位（外部購⼊⽔使⽤量を対象）  (m3/m2) 0.60  
 



廃棄物排出量  

項⽬ 単位 2024 年 保証対象 
廃棄物総排出量 （t） 6,041  

⼀般廃棄物排出量 （t） 4,545 ※  

産業廃棄物排出量 （t） 1,496 ☑ 

廃棄物の処理⽅法による割合 
埋⽴  (%) 4.2  

焼却 (%) 33.5  

リサイクル (%) 60.8  

※当該⼀般廃棄物排出量のうち、2,335t☑は保証を受けています。保証対象となった範囲は【パフォーマンスに関する注記】
３．算定⽅法④のとおりです。 

 

 

☑を付した 2024 年のデータはデロイトトーマツサステナビリティ株式会社による独⽴した第三者保証を受けています。 

報告年⽉⽇︓2025 年 6 ⽉ 24 ⽇ 



【パフォーマンスに関する注記】    
１．対象範囲 

 原則として 2024 年 1 ⽉ 1 ⽇から 12 ⽉ 31 ⽇の期間中に本投資法⼈が保有する全物件を対象としています。また、2024 年

のパフォーマンス実績より、保有する各物件の NBF 持分を考慮して算定しています。

 ガス使⽤量については、テナントが直接契約している都市ガスの使⽤量など集計困難なデータは集計対象外にしています。

 ビル管理をテナントが実施している物件（NBF ⼤崎ビル、NBF 銀座通りビル）の廃棄物データは集計対象外にしています。

 住居部分など、データ集計が困難な⼀部分は集計対象外にしています。

２．対象期間 

対象期間︓2024 年 1 ⽉ 1 ⽇から 2024 年 12 ⽉ 31 ⽇まで 

３．算定⽅法 

① エネルギー消費量

エネルギー総消費量＝Σ（エネルギー種別消費量×熱量換算係数×電⼒量換算値）

「エネルギーの使⽤の合理化及び⾮化⽯エネルギーへの転換等に関する法律」に基づく熱量換算係数を⽤いて算出

エネルギー種別︓都市ガス、A 重油、軽油、電⼒、冷⽔、温⽔、蒸気、その他給湯温⽔

② 温室効果ガス排出量

温室効果ガス排出量の対象︓エネルギー起源 CO2

エネルギー起源 CO2 排出量＝Σ（エネルギー消費量×CO2 排出係数）

燃料やその他の熱に係る排出係数は、環境省・経済産業省公表の温室効果ガス排出量算定・報告マニュアルに基づく排出係数

です。

電⼒使⽤量に係る排出係数は、環境省・経済産業省公表の電気事業者別の調整後排出係数を使⽤しています。

ⅰ) Scope 区分

Scope1︓テナント管理を除いた物件（以下「オーナー管理物件」）のうち、燃料（都市ガス、A 重油、軽油）の使⽤に伴う

CO2 排出量です。 

Scope2︓オーナー管理物件のうち、購⼊電⼒・熱等（電⼒、冷⽔、温⽔、蒸気、その他給湯温⽔）の使⽤に伴う CO2 排出

量に関して、延床⾯積およびテナント専有⾯積を⽤いてテナントのエネルギー消費量をもとに算出した CO2 排出量（以下「テナン

トのエネルギー起源 CO2 排出量」）」を除いた算定値です。

Scope3︓テナントのエネルギー起源 CO2 排出量を対象としています。なおオーナー管理物件に関しては、延床⾯積およびテナン

ト専有⾯積を⽤いて算出したテナントのエネルギー起源 CO2 排出量の算定値です。

ⅱ) ⾮化⽯証書 

⼀部の物件において⾮化⽯証書を組み合わせた実質 CO2 フリー電気を調達しています。 

③ ⽔使⽤量

⽔総使⽤量＝Σ（外部購⼊⽔使⽤量*1＋その他⽔使⽤量*2）
*1 外部購⼊⽔使⽤量は、上⽔及び⼯業⽤⽔等の外部から購⼊した⽔の使⽤量です。
*2 その他⽔使⽤量は、物件内で再⽣した⽔、地下⽔、⾬⽔等の購⼊以外の⽔の使⽤量です。



④ 廃棄物排出量 

廃棄物総排出量＝Σ（⼀般廃棄物排出量*1＋産業廃棄物排出量） 

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく廃棄物の排出量 
*1 ⼀般廃棄物排出量の算定対象 68 物件のうち、保証対象となった範囲は以下いずれかの計量⽅法を⽤いて算出した 36 物件

です。 

①個別物件内の計量器による計量、②回収業者による計量、③ごみ袋による計量（重量換算は⽂書の取り決めに基づくもの） 

 

⑤ 原単位 

各種原単位＝各総量÷床⾯積  

床⾯積は「建築基準法上の⾯積」を採⽤している 

各原単位は、各物件における年間平均稼働率で補正の上計算しています。  

補正原単位＝補正無原単位÷年間平均稼働率[%] 

なお CO2 排出量原単位は、⾮化⽯証書控除後の CO2 排出量に基づき算出しています。 
 
４．四捨五⼊をしているため、合計値が⼀致しないことがあります。 

 

  






